
４
　
北
杜
市
に
お
け
る
森
林
地
域
の
縮
小

５
　
上
野
原
市
に
お
け
る
森
林
地
域
の
縮
小

６
　
甲
州
市
に
お
け
る
森
林
地
域
の
拡
大

山
梨
県
告
示
第
八
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
指
定
代
理
納
付
者
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
●
指
定
代
理
納
付
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
●
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
●
東
京
都
千
代
田

区
紀
尾
井
町
一
番
三
号

二
●
指
定
代
理
納
付
者
に
代
理
納
付
さ
せ
る
歳
入
●
寄
附
金
歳
入
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納

付
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

三
●
指
定
代
理
納
付
者
が
代
理
納
付
の
対
象
と
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
種
類
　
次
に
掲
げ
る
国
際

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

１
　M

asterC
ard

２
　V

ISA

３
　JC

B

４
　A

m
erican

E
xpress

５
　
ダ
イ
ナ
ー
ス

四
●
指
定
代
理
納
付
者
に
代
理
納
付
さ
せ
る
期
間
　
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
二
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
在
地

都
留
市
立
病
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
留
市
つ
る
五
丁
目
一
番
五
十
五
号

目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
山
梨
県
土
地
利
用
基
本
計
画
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七
九

○
指
定
代
理
納
付
者
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七
九

○
救
急
病
院
等
の
認
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七
九

○
道
路
の
区
域
変
更
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
〇

○
道
路
の
供
用
開
始
（
四
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
〇

○
道
路
の
供
用
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
一

公
　
　
　
告

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見
…
…
…
…
…
…
一
八
一

○
公
共
測
量
の
終
了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
二

正
　
　
　
誤

○
平
成
二
十
九
年
三
月
二
日
付
第
二
千
六
百
七
十
七
号
中
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
二

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
八
十
号

山
梨
県
土
地
利
用
基
本
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十

二
号
）
第
九
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
総
合
政
策
部
地
域
創
生
・
人
口
対
策
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
変
更
に
係
る
事
項
　
山
梨
県
土
地
利
用
基
本
計
画
の
森
林
地
域
の
変
更

二
　
変
更
内
容
　
計
画
図
の
変
更

１
　
甲
府
市
に
お
け
る
森
林
地
域
の
縮
小

２
　
山
梨
市
に
お
け
る
森
林
地
域
の
縮
小

３
　
韮
崎
市
に
お
け
る
森
林
地
域
の
縮
小

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
八
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
七
九

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
九
年

三
月
二
十
七
日

第
二
千
六
百
八
十
三
号

月　曜　日



二
　
認
定
期
限
　
平
成
三
十
二
年
三
月
二
十
四
日

山
梨
県
告
示
第
八
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
平
沢
千
野
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
州
市
塩
山
竹
森
竹
森
川
右
岸
堤
防
敷
地
先
か
ら

旧

五
・
五
〜

六
九
・
二

甲
州
市
塩
山
竹
森
字
橋
爪
二
九
四
八
番
一
地
先
ま

七
・
二

で

新

一
一
・
〇
〜

六
七
・
七

二
六
・
〇

山
梨
県
告
示
第
八
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
ま

で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
笹
子
停
車
場
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
押
出
一
三
五
九
番
一
地

旧

五
・
六
〜

一
三
一
・
〇

先
か
ら

一
六
・
一

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
安
成
官
有
無
番
地
先
ま

で

新

五
・
六
〜

一
四
八
・
九

一
六
・
一

山
梨
県
告
示
第
八
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
ま

で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
大
野
夏
狩
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

都
留
市
鹿
留
字
は
あ
す
二
九
四
九
番
一
地
先
か
ら

旧

一
一
・
二
〜

一
七
七
・
一

都
留
市
鹿
留
字
新
井
上
一
〇
〇
八
番
二
地
先
ま
で

三
五
・
八

新

一
一
・
二
〜

一
七
七
・
一

三
六
・
四

山
梨
県
告
示
第
八
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

平
沢
千
野
線

甲
州
市
塩
山
竹
森
字
橋
爪
二
八
三
三

七
三
・
〇

平
成
二
十
九

番
一
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

甲
州
市
塩
山
竹
森
字
橋
爪
二
八
二
一

七
日

番
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
七
号

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
八
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

一
八
〇



道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

笛
吹
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
下
芦
川
字
地

六
〇
・
〇

平
成
二
十
九

郷
線

蔵
堂
四
二
番
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
下
芦
川
字
地

七
日

蔵
堂
五
〇
番
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
ま

で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

笹
子
停
車
場

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
押
出
一
三

一
四
八
・
九

平
成
二
十
九

線

五
九
番
一
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
安
成
官
有

七
日

無
番
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
ま

で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

大
野
夏
狩
線

都
留
市
鹿
留
字
は
あ
す
二
九
四
九
番

二
三
六
・
九

平
成
二
十
九

二
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

都
留
市
鹿
留
字
新
井
九
九
六
番
一
地

七
日

先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
九
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
廃
止
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
廃
止
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

折
門
古
関
線

南
巨
摩
郡
身
延
町
根
子
字
山
伏
屋
敷

一
四
八
・
二

平
成
二
十
九

三
五
七
六
番
一
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

南
巨
摩
郡
身
延
町
根
子
字
馬
門
三
三

七
日

七
一
番
一
地
先
ま
で

公
　
　
　
告

大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
甲
府
市

か
ら
聴
取
し
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、
及
び
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

１
　
名
称
　
バ
ロ
ー
国
玉
店
・
ク
ス
リ
の
サ
ン
ロ
ー
ド
国
玉
店

２
　
所
在
地
　
山
梨
県
甲
府
市
国
玉
町
字
久
保
田
九
百
四
十
番
二
外

二
　
届
出
の
内
容
及
び
公
告
日

１
　
内
容
　
新
設

２
　
公
告
日
　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
七
日

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
八
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

一
八
一



三
　
意
見
の
概
要

１
　
混
雑
時
に
お
け
る
警
備
員
等
の
配
置

２
　
騒
音
対
策
の
実
施

四

縦
覧
場
所
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
庁
別
館
二
階
　
山
梨
県
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー

五
　
縦
覧
期
間
　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
七
日
ま
で

公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
現
地
測
量
（
数
値
地
形
図
作
成
））

二

測
量
の
地
域
　
韮
崎
市
の
一
部

三
　
測
量
の
期
間
　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日
ま
で

正
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ

段
　
　

行
　
　
　
　
　
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

○

平
成
二
十
九
年
三
月
二
日
（
第
二
千
六
百
七
十
七
号
）
公
布
山
梨
県
告
示
第
四
十
号
（
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
告
示
）

五
九
　

下
　
六
　
　
　
　
　
　
土
地
の
流
出
の
防
備
　
　
　
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
八
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

一
八
二

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番


